
「
追
想
紀
言
」

学
習
の
記
録

令
和
２
年

月
12

⑧兒
聞C

諸
父
老B

我
邑N

上
國
人
士
來
浴C

城
崎
温
泉B

之
所A

經N

其
途
舊
在C

田
間j

去A

邑
稍
遠N

邑
人
或
謂N

旅
客
途C

田
間B

則
牛
馬
艱C

乎
往
来j

途C

邑

中j

則
邑
人
貧
者N
或
鬻C

酒
食j

賣C

草
鞋j

所A

利
多
矣N

乃
轉C

途
乎
邑
中j

而

廢C

其
故
道j

先
考
獨
憂
曰N

亦
不A

無C

少
利B

也N

然
而
上
國
人
士
經C

邑
中j

則
邑
中
児
女N

視
而
習C
其
奢B
矣N

而
博
客
酒
徒N

又
易C

乎
走
聚j

則
風
俗

壊
敗N

衣
食
窮
乏N

亦
未C

必
不p
由A

此
也N

自A

然
以
來
数
十
年N

果
如C

其
言j

父
老
長
者N

尚
傳C

其
議j

先
考
謀A
事
深
遠N

大
率
類A

此N

父
老
皆
歎
曰N

鳴

乎
使C

片
山
公j

則
我
邑
之
困
乏N

未D
必
至C

今
日B

也N

読
み

兒
諸
父
老
に
聞
く
、
我
が
邑
、
上
国
人
士
来
た
り
て
、
城
崎
温
泉
に
浴
に
之
に
經
る
所
、
其
の

ゆ
く

途
舊
田
間
に
在
りN

邑
を
去
る
こ
と
稍
遠
く
、
邑
人
或
ひ
は
謂
うN

旅
客
田
間
を
途
ら
ば
則
ち
牛

も
と

と
お

馬
往
来
に
艱
し
、
邑
中
を
途
ら
ば
、
則
ち
邑
人
の
貧
者
はN
或
は
酒
食
を
鬻
ぎ
、
草
鞋
を
賣
り
、

か
た

と
ほ

ひ
さ

わ

ら

じ

利
す
る
所
多
しN

乃
ち
途
を
邑
中
に
轉
じ
て
、
そ
の
故
道
は
廢
れ
た
、
先
考
獨
り
憂
ひ
て
曰
くN

み
ち

て
ん

こ

ど
う

す
た

亦
少
利
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
然
れ
ど
も
上
國
人
士
邑
中
經
ら
ば
、
則
ち
邑
中
の
児
女N

視
て

其
の
奢
を
習
ひ
、
博
客
酒
徒N

又
走
聚
し
易
け
れ
ば
、
則
ち
風
俗
壊
敗
しN

衣
食
窮
乏
すN

亦
未

ば
つ
き
や
く

そ
う
し
ゆ
う

だ
必
ず
し
も
こ
れ
に
由
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
、
然
る
よ
り
以
來
数
十
年N

果
し
て
其
の
言

の
如
し
、
父
老
長
者N

尚
其
の
議
を
傳
え
、
先
考
事
を
謀
る
に
深
遠N

大
率
此
の
類
とN

父
老
皆

お
お
よ
そ

た
ぐ
い

歎
げ
ひ
て
曰
くN

鳴
乎
片
山
公
を
使
む
ら
ば
、
則
ち
我
邑
の
困
乏
はN

未
だ
必
ず
し
も
今
日
に
至

ら
ざ
る
な
りN

訳
私
は
、
村
の
老
人
た
ち
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
我
が
村
は
、
上
方
の
人
が
、
城
崎
温
泉
に

入
浴
し
に
行
く
時
に
通
る
所
で
あ
っ
た
。
其
の
道
は
元
は
田
ん
ぼ
の
中
に
あ
っ
て
、
村
か
ら
は

や
や
離
れ
て
い
た
。
村
人
は
時
に
は
言
っ
て
い
た
。
旅
の
客
の
田
ん
ぼ
の
中
の
道
は
牛
馬
往
来

に
じ
ゃ
ま
だ
。
村
中
を
通
れ
ば
、
貧
し
い
村
人
はN

ひ
ょ
っ
と
し
て
酒
食
で
商
売
を
し
、
草
鞋

を
売
れ
ば
、
利
益
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
ば
ら
く
し
て
道
を
村
中
に
移
し
、
旧
道
は
廃
し

て
し
ま
っ
た
。
亡
き
父
だ
け
が
一
人
憂
い
て
言
っ
て
い
た
。
少
し
は
利
益
が
無
い
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
都
に
近
い
国
の
人
た
ち
が
が
村
中
を
通
る
と
、
村
中
の
女
の
子
た
ち
はN

見
て
そ
の
贅
沢
さ
を
見
習
う
、
博
打
を
す
る
人
や
酒
飲
み
が
、
又
集
ま
り
易
く
、
す
ぐ
に
風
俗

は
乱
れN

衣
食
は
窮
乏
す
る
だ
ろ
う
。
今
ま
で
も
こ
う
い
う
こ
と
に
な
ら
か
っ
た
こ
と
は
な
い
。

い
つ
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
十
年
過
ぎ
て
、
果
し
て
そ
の
言
葉
の
よ
う
に
な
っ
た
。
村
の

老
人
た
ち
は
、
今
で
も
そ
の
時
の
議
論
を
語
り
継
い
で
、
亡
き
父
は
事
を
す
る
の
に
深
く
考
え
、

ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
。
村
の
老
人
は
、
嘆
い
て
言
う
、
あ
あ
片
山
公
の

言
わ
れ
た
よ
う
に
し
て
お
れ
ば
、
我
が
村
の
困
乏
はN

き
っ
と
今
日
の
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。



言
葉
・
註

父
老
＝
フ
ロ
ウ

村
の
主
だ
っ
た
老
人

老
翁

上
國
＝
ジ
ョ
ウ
コ
ク

①
都
に
近
い
諸
国
。
②
国
内
で
、
都
よ
り
西
の
地
域
。
▽

人
士
＝
ジ
ン
シ

①
教
養
と
地
位
の
あ
る
人
。
②
人
々
。

之
＝
ユ
ク

(

目
的
地
に)
行
く

舊
＝
キ
ュ
ウ

古
い

も
と

旧

途
＝
ト

道

※
「
途C

田
間B

」
途
「
と
お
る
」(
動
詞)

艱
＝
カ
ン

か
た
い

や
り
に
く
い
状
態

或
＝
あ
る
い
は

あ
る
人

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

故
＝
コ

古
い

も
と

ゆ
え
に

走
＝
ソ
ウ

ハ
シ
る

移
動
す
る

先
へ
進
む

聚
＝
シ
ュ
ウ

ア
ツ
マ
る

集
ま
る

人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
、
む
ら

鬻
＝
シ
ュ
ク

ひ
さ
ぐ

売
る

商
う

乎
＝
に
。
を
。
場
所
・
時
間
・
目
的
を
表
す
語
の
前
に
置
く
助
字
。

よ
り
。
比
較
・
対
照
す
る
語
の
前
に
置
く
助
字
。

草
鞋
＝
ソ
ウ
ア
イ

わ
ら
じ

矣
＝
ナ
リ

カ
ナ

ヤ
、
カ
と
読
み
反
語

亦
＝

未
＝

博
＝
バ
ク

ば
く
ち

聚
＝
シ
ュ
ウ

集
ま
る

壊
敗
＝
カ
イ
ハ
イ

崩
れ
破
れ
る

由
＝
ヨ
ル

然
＝
シ
カ
リ

シ
カ
ル

長
者
＝
チ
ョ
ウ
ジ
ャ

長
老

議
＝
ギ

は
か
る

相
談
、
そ
の
結
果
、
論
じ
合
う

思
い
を
め
ぐ
ら
す

大
率
＝
ダ
イ
ソ
ツ

あ
ら
か
た

お
よ
そ

鳴
乎
＝
ア
ア

嗚
呼

使
＝
シ
テ

シ
メ
ば


